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①  
プレハブ仮設・みなし仮設

の現在の支援状況 

★震災当初・・・・・・・・・プレハブ仮設１,０３０世帯 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 みなし仮設	 ８２７世帯 

★当初の支援状況・・・・・・仮設住宅個別訪問を通して、様々

な生活相談を聞き、それらを町役場や民生委員などの関係機関

等につなげるとともに、見守り活動を行いながら地域での孤立

予防を図る。また、定期的(週１回)にお茶っこサロンを開催し、
住民同士のコミュニティー構築の手伝いをする。 
 
☆平成２７年１月３１現在・・・プレハブ仮設６１５世帯 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 みなし仮設	 ３０８世帯 
☆現在の支援状況・・・・・・震災当初と変わらず個別訪問を

通して、困りごとの把握や住民の孤立を防ぐ支援活動を行って

いる。時間の経過とともに変化していく住民の抱える課題やニ

ーズをより細やかな訪問等で情報収集し、関係機関につなげて

いる。また、お茶っこサロンについては住民主体での実施・運

営を目指し、隔週の開催としている。ただ、仮設住宅内のコミ

ュニティーの維持や公営住宅へ移住後のコミュニティー形成

の一助になるように、町内外の支援団体と協働し相談員主催の

お茶っこ内での様々なコラボイベント等も実施している。(手
芸活動・絵画活動・パソコン教室・健康体操・楽器の演奏・カ

ラオケ・DVD鑑賞・Wii ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞｹﾞｰﾑ等) 

コミュニティー形成にお

ける課題は？ 
☆公営住宅への移住等による仮設入居者人数の減少、仮設内で

のコミュニティー維持力の低下やそれに伴う交流の場の減少。 
②  
災害公営住宅また地域へ

の現在の支援状況(自治会
等への支援も含む) 

☆公営住宅・・現在の支援状況としては、仮設住宅から公営住

宅へ移住してから１か月に１回程度、３ヵ月を目安に訪問。そ

の訪問の中で、特に気になる世帯(高齢独居、家族は一緒に住
んでいるが日中独居、精神的・身体的に障害がある方)につい
ては、関係機関と協働しながら、訪問を継続。 
☆地域(自治会等)・・現在の支援状況としては、地域住民主催
で行われるお祭り等での炊出しの手伝い。機材等の貸し出し。 

コミュニティー形成にお

ける課題は？ 
☆公営住宅、地域ともに・・高齢化等による地域活動や自治組

織の維持力の低下。公営住宅と既存の地域社会との架け橋とな

る人材の不足。 
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③  
現在の主な支援内容 
(①・②以外) 

☆支援団体等の受付・調整や各仮設住宅集会所の事業統括。行

政や専門機関との連絡調整。 

④ 今後の支援予定 
・次年度 
・課題 

★次年度 
☆仮設住宅残居者の支援方法に関しては、ハード面・ソフト面

とも現状よりも細やかな訪問等で情報収集し、関係機関につな

ぐ。 
☆公営住宅及び自立再建された方に関しては、被災者支援室と

協議し、次年度より定期的な訪問支援実施予定。 
☆入居者減少によるサロン開催については、生活支援相談員主

催お茶っこは中止、若しくは開催の縮小 
☆支援団体については継続の協力依頼。 
★課題 
☆入居者減少による隣人同士の見守り力の低下 
☆仮設残居者のメンタルケアとハード面の支援方法 
☆公営住宅及び自立再建された方に対する支援方法 
☆みなし仮設(民賃借り上げ住宅)入居者に対する支援方法 
☆仮設住宅入居者の減少による、これからのお茶っこサロンの

開催方針 
☆震災後の時間経過によるボランティア団体の減少 

今まで・これからの協力関

係について(社協⇔NPO)
※希望・期待も含め 

☆今までも、社協・NPO 多少の協働関係はあったが、その活
動自体が個々の活動となっていたように感じる。ただ震災当初

は仮設住宅入居者への支援という 1 つの目的に向っていたこ
ともあり特に(活動等の深刻な)問題は表出していなかった。し
かしこれからは、社協自らがコーディネーターとして、公営住

宅、既存地域社会、行政、NPO の間をつないでいく必要があ
ると考える。特に、高齢化が進み、マンパワーが不足していく

山元町においては、いかに NPO等の若い力を取り入れていく
かが重要な課題となる。そのためにも、町内外への情報の発信、

NPO 等との情報共有の場を増やしていく。積極的に関わって
いくことが重要。また、これから表出してくるだろう様々な問

題に対して対処していけるスキルを、社協・NPO とも協働し
なから高めていく必要がある。 
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地域概要(仮設住宅の入居状況、災害公営住宅の進捗 etc.) 
☆仮設住宅の入居状況について・・震災当初、仮設住宅は１,０３０世帯だったが、現在は
６１５世帯（H２７・１月迄）となっている。山元町内には８ケ所の仮設住宅があるが、そ
のうち約半分の仮設住宅では入居率５０％を下回る仮設も出始めている。 
☆災害公営住宅の進捗について・・◆新山下駅周辺災害公営住宅は１８８戸が完成し、順

次、入居している。（H２７・１月迄で１６６戸入居済）◆新坂元駅周辺地区は H２７・４
月から宅地引き渡しが開始される。◆宮城病院周辺地区はまだ調査中（遺跡等） 
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